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研究成果の概要： 
 
インドにおける労働集約型経済発展の特質を比較史的に考察し、土地が不足していない状況で

膨大な人口増加を経験した 16－19 世紀の発展径路が、土地以外の環境要因（降雨量と降雨パ

ターン、生態系の変化、疫病の広域化など）への対応から説明できる部分が大きいこと、19 世

紀末以降の径路も、それに土地の不足と国際経済要因への対応が加わって形成されたとする仮

説を得た。個別産業、エネルギー利用、労働観の研究においても成果が得られた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 6,600,000 1,980,000 8,580,000 
2007 年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 
2008 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

総 計 14,100,000 4,230,000 18,330,000 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経済学・経済史 
キーワード：インド、労働集約型経済発展、労働の質、生活水準、中小工業 
 
１．研究開始当初の背景 
現在、インド経済は大きく変貌しつつあ

る。この変貌を理解するためには、インド
経済の歴史と現状の理解に、根本的なパラ
ダイム転換を迫る議論が必要ではないか、
と論争がいま、国際的に巻き起こっている。 
 従来の英語圏での研究は、圧倒的にイギ
リスとインドの関係を中心に、インド経済
史を考えてきた。例えば、イギリスはイン
ドに産業革命の恩恵をもたらしたとするイ
ギリス側の見解と、バグチのように「工業
の衰退 deindustrialisation」をイギリスの
工業化の不可欠の裏面として捉えるインド
側の見解は、いずれもランカシャーの綿布
のインド市場への浸透がインドの伝統的繊

維工業を衰退させたとする認識を共有して
きた。しかし、近年、ティルタンカル・ロ
イは、この点に疑義を差し挟み、２０世紀
初頭以降の手織綿織物業における量的発展
や労働生産性の上昇を Economic History 
Review 誌上で主張した (“Acceptance of 
Innovations in Early Twentieth Century 
Indian Weaving”, EHR, 55, pp.507-32, 
2002)。 
ロイはさらに Rethinking Economic 

Change in India (Routledge, London, 
2005)などにおいて、インド経済史の現状
を批判し、植民地期と独立後の経済発展の
歴史を断絶的に捉える従来の理解に全面的
な修正を迫る議論を提起している。そのも
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っとも重要な柱の一つは、日本の研究者と
の接触をつうじて得られた、農業と工業に
おける「労働集約型」発展の概念である。
ロイを含めて本研究の参加者は、アジアに
おける「労働集約型の発展」がインド経済
の理解の鍵を握る概念であると考えている。
しかし、インドにおいて実際にどの程度こ
の型の発展が見られたのか、あるいはそれ
をどう解釈するのかについては、重要な点
で理解は異なる。これが研究開始当時の認
識であった。 

 
２．研究の目的 
こうして本研究は、ロイ、杉原、柳沢の

比較史的観点からの問題提起をふまえて、

インド経済発展の歴史的起源に関する従来

の見解を再検討すること、関連する論点に

ついて実証的検討を加えること、これらに

よって、インド経済の歴史と現状に関する

新しい分析枠組の構築に貢献することを目

指すものとなった。 

具体的な研究は、こうした問題意識を共

有しつつ、分担者の専門に沿って行われた

。大きな枠組のレベルでは、労働集約型農

業と工業の長期的な発展径路の再検討が問

題となった。すなわち、インドでは人口増

加にもかかわらず、東アジアのような労働

集約型農業が発達しなかったとされるが、

その原因を探るとともに、若干の歴史的な

発展の事例があるのでそれを参考にして、

労働集約型農業の今後の発展の可能性を検

討することが必要であろう。また、１９世

紀以降の在来産業の残存、発展や、１９９

１年以降の自由化のもとで脚光を浴びたパ

ワールームによる綿布・アパレル生産の成

長を整合的に理解しなければならない。 
さらに、これを比較アジア史の観点から

解釈し、国際的な学術交流をつうじて、ア
ジア史における新しいパラダイムの構築と
普及を目指す。これらが当初のアジェンダ
であった。 
 
３．研究の方法 
これにもとづき、インド農業をめぐる生

態的条件の検討（とくに、１９世紀末に土

地が稀少になったという理解の再検討。灌

漑など、インド農業を巡る生態的条件の検

討。従来手薄だった在来エネルギーの利用

形態の分析）、価格データの収集と加工、

賃金データの収集と加工、中小工業、サー

ビス産業、女性労働、農家副業の役割の検

討、労働の質、勤勉性や教育水準、生活水

準の検討などを行い、現段階での歴史学的

知識の水準を総合化することが目指された

。そのために、メンバー全員がインド、イ

ギリスで資料収集を行い、研究会、国際シ

ンポジウムで報告した。 
 
４．研究成果 
①インド経済史の枠組の再構築 
分析枠組の構築については、柳沢とロイ

とのあいだに見解の相違があり、ロイに比
較的近い杉原とのあいだにも若干の差があ
る。それらの点について精力的にサーベイ
を行ってきたのは柳沢である（柳沢論文⑥
⑨⑫）。本研究においても、関連する論点に
ついて、議論を重ねたが、以下では研究代
表者である杉原の現段階での理解を中心に
報告する。 

19 世紀末以降の人口増加のもとで、東ア
ジアのような労働集約型農業の一般的成立
がインドにおいて未達成であること、それ
がインド農業の停滞や人々の貧困をもたら
しているという歴史と現状については、見
解が一致している。しかし、その原因をい
かに理解するか、労働集約型農業は成立す
る方向にあったのかどうかについては、合
意は見られない。また、１９世紀以降の在
来産業の残存、発展や、１９９１年以降の
自由化のもとでインドの最重要輸出品の一
つとなった、小規模工場（パワールーム）
による綿布・アパレル生産は、工業におけ
る「労働集約型発展」があったことを示唆
している。もっとも、その歴史的連続性と
変化の実態については、なお不明の点が少
なくない。ロイは、本研究の国際シンポジ
ウムでの報告で、手工業の発展径路と近代
工業のそれとのあいだに系譜上のギャップ
があることを強調した。 
杉原は、16－19 世紀における人口増加の

原因を環境要因との関係で再検討し、この
時期に耕地の拡大と森林伐採を両翼とする
大きな生態系の変化（不安定化）があった
ことが、それ以降の経済発展径路に影響し
ているのではないかと考えた。土地が稀少
だった地域も存在したにもかかわらず、19
世紀末までの時期に、土地生産性の上昇に
集中した技術・制度の発展がみられなかっ
たのは主としてこのためではなかったか。
逆にいえば、19 世紀末以降の発展には、よ
り一般的な土地圧力が前提されていただけ
に、東アジアとの径路上の共通点がより明
確に見られる。柳沢の強調する「下層民の
自立」の契機も、この文脈では東アジアの
経験と重ねて考えることもできよう。ただ
し、それまでの径路依存が現在まで残って
いる部分もあり、環境との関係では相違点
が大きい。共有地の減少に関する柳沢論文
⑧⑪は従来の文脈においても重要な研究で
あるが、さらにこうした観点からも位置づ



 

 

ける必要があるように思われる。 
他方、19－20 世紀のインドにおける在来

エネルギー利用の歴史が少しずつ明らかに
なってきた。在来エネルギーの太宗はバイ
オマス起源であるが、神田の事例研究（論
文○25○28）、サーベイ（論文○27）によれば、そ
のローカルな利用可能性が在来産業の発展
に影響していた。19 世紀後半以降、人口の
増加による国内市場の拡大と、農業の商業
化、輸出用第一次産品への特化による耕地
拡大が相俟って、在来産業の依拠するエネ
ルギー・ベースに大きな転換があったよう
に思われる。にもかかわらず、現在にいた
るまでインドの農村の多くは在来エネルギ
ーへの依存を続けている。森林伐採、荒蕪
地の増加など、「非土地」部分の変化が、工
業の長期的な変化にも影を落としているこ
とは明らかである。 
さらに、マラリアなどの疫病の蔓延も、

経済発展径路に大きな影響を及ぼした。脇
村が強調してきたように、19 世紀末から
20 世紀初頭において飢饉と疫病の重畳に
よる死亡率の上昇が生じたが、その分布と
半乾燥地帯における水不足とのあいだには
ある程度の関係が見られたようである（論
文⑭）。脇村は、半乾燥地帯の農業が必ずし
も労働集約型に収斂しなかったことと、イ
ンドにはサービス・セクターでの雇用が比
較的多いという現象とも関係があるのでは
ないかと論じた（図書⑤）。水の利用形態は、
カースト制度とも強く関連している。だが、
イギリス植民地政府は、土地所有を基礎と
する制度の導入に際して、不安定化した生
態系への対応に関心を集中することはなか
った。森林省などに部分的に見られた問題
の指摘は、全体としては事実発見の域を出
なかった。制度的対応は事実上従来の制度
や慣行の活用に委ねられたのである。 
インド経済の発展径路をこうした方向で

理解するならば、一方で柳沢やロイが抽出
した労働集約型経済発展への傾向が、東ア
ジア型径路ほどの生産性の上昇を経験しな
いまま長期にわたって継続してきたこと、
同時に、環境要因への対応が労働・生活の
質を規定し続けてきたことを整合的に解釈
できるのではないかと考えられる。 
植民地期の自由貿易の評価や、独立後、

1991 年の改革を経て現代にいたる経済政
策の評価については、柳沢とロイとのあい
だいにかなり基本的な対立点も残されてい
るが、長期の労働集約型発展径路に対する
関心が共有されていることがそれらの議論
を意義のあるものにしていると言えよう。 

 
②その他の関連する実証研究 
研究会で議論されたものを中心にピック

アップすると、杉原は、インドの外国貿易統

計と、国際機関のデータにもとづいて、20
世紀後半における在来エネルギー利用に関
する情報を国際比較の観点から論じた（学会
発表④、図書①、および論文①、図書②の
一部など）。 
柳沢は、すでに触れた農業と環境の関係に

ついての研究のほか、学会発表⑤、図書④
などで、労働集約型工業にかかわる従来か
らの論点（農業との関係、消費構造との関
係など）をさらに深めた。 
脇村は、学会発表⑥⑦、図書⑥でマラリ

ア、コレラの流行と公衆衛生との関連をイ
ギリス帝国史の文脈で論じた。 

大石は、自転車、マッチをはじめとする労
働集約型産業をとりあげ、日本との関係を含
む国際的連関のなかでこれらの産業や商品
がいかにしてインドに根付いていったかを
論じた（論文○21○22）。 

また、ムスリム商人の広域的活動を、ネ
ットワーク、国家、帝国の絡みあいのなか
で論じた論文を発表したが、そこで扱われ
ている商品の多くも研究蓄積の少ない労働
集約型産業の製品である（論文○23○24、学会
発表⑧、図書⑫など）。 
神田は、ベンガルの塩取引における商人と

市場制度を論じ、19 世紀前半のインドにおけ
る市場制度の一面を描いた（論文○26）。 
西村は、労働集約型工業化における近代セ

クターの中心となった 20 世紀初頭のボンベ
イの綿業地帯に注目し、小額貨幣の流通を論
じた（図書⑭）。 
長崎は、ガンディーの思想と行動をインド

近現代史全体のなかに位置づけるとともに
（論文⑲⑳）、かれの労働観を、かれが影響
を受けたとされるラスキンのそれと比較し、
工業化に対する態度を吟味した（図書⑦）。 
 
③国内外でのインパクトと今後の展望 
杉原は、「南アジア型経済発展径路」が存

在したのではないかという仮説を、日本語、
英語で何回か発表した（学会発表④、図書
①②など）。脇村も、疫病史と労働集約型発
展の関係を意欲的に論じた。その他のメン
バーも、国の内外でみずからの研究を発表
する多くの機会を作った。さらに、本研究
と並行して行われた京都大学グローバル
COE「生存基盤持続型の発展を目指す地域
研究拠点」が主催する多くの研究会や国際
シンポジウムでも、本研究の構想が議論さ
れた。以下に記す成果はその一部にすぎな
い。また、本研究の締めくくりとしてロイ
氏を招いて行った国際シンポジウムの
Proceedings にも成果の一部が紹介されて
いる。 
しかし、これらの成果はいずれもまだ枠

組の構築の段階であって、実証研究との融
合によって研究史上のインパクト作り出す



 

 

ところまでは行っていないというべきであ
ろう。今後の成果の刊行によって、議論が
さらに展開していくことが期待される。 

幸い、この研究を報告、討論するために、
2009 年 8 月にユトレヒトで開催される世
界経済史会議のセッションを応募したとこ
ろ、採択された。ここでの議論をバネにし
てより本格的な論文集の刊行を目指したい
と考えている。 
 また、エネルギー史については、本研究を
ひとつの想源とする新しい科研が今年度か
ら発足した。杉原、柳沢、神田はここでも本
研究をさらに発展させる予定である。 
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